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甫
制
曇
閥
堀
域
礎
餐
祭

青
葉
に
風
か
お
る
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日

れ
い
明
を
突
い
て
打
上
げ
ら
れ
た
花
火
を
合

図
に
、
弧
々
の
声
を
あ
げ
た
大
野
市
は
早
く

も
市
制
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
全
市
民
の
市
政
に
対
す
る
理
解
と
た
ゆ

み
な
き
協
力
に
よ
っ
て
市
内
全
体
が
新
し
い

都
市
の
形
態
を
そ
な
え
面
目
を
一
新
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

こ
の
飛
躍
的
な
発
展
を
全
市
民
あ
げ
て
お
祝

い
し
、
さ
ら
に
楽
土
大
野
の
建
設
に
邁
進
す

る
力
を
培
う
た
め
、
六
月
二
十
八
日
か
ら
六

日
間
、
市
制
五
周
年
祝
賀
式
に
加
え
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
多
彩
な
祝
賀
行
事
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

2
8
日
か
ら各
所
で
多
彩
な
行
事

六
月
二
十
八
日
△
映
画
大
会

　

基
（
富
田
、
阪
谷
．
五
箇
公
民

　

館
、
上
打
波
小
学
校
）

　

二
十
九
日
△
同
上
夜
（
上

　

庄
、
小
山
小
学
校
）

　

三
十
日
△
同
上
夜
（
下
庄

　

乾
側
小
学
校
）

　

三
十
日
～
七
月
二
日
ま
で
△

　

文
化
財
、
生
花
、
発
明
工
夫
、

　

写
真
展
等
総
合
展
覧
会
△

　

市
勢
展
午
前
八
時
よ
り
午
後

　

六
時
（
有
終
南
小
学
校
）

七
月
一
日
△
市
制
五
周
年
祭
式

　

典
、
表
彰
式
△
市
勢
展
午

　

前
十
時
（
有
終
中
学
校
）
△

　

長
近
公
三
百
五
十
年
祭
午
後

　

一
時
（
六
間
お
旅
所
）
△
神

　

仏
像
等
の
御
開
扉
、
稚
児
行
列

　

△
県
下
天
狗
大
会
（
囲
碁
の
部

　

）
午
前
十
時
（
応
行
寺
）
△

　

県
下
天
狗
大
会
（
つ
り
の
部
）

　

午
前
十
時
（
真
名
川
）
△
広

　

告
カ
ー
エ
バ
ル
正
午
（
会
議

　

所
前
出
発
）
巡
路
、
大
野
、
勝

　

山
、
福
井
市
△
小
中
学
生
旗

行
列
午
前
十
時
△
音
楽
会

△
県
下
一
般
、
中
学
奉
納
武
道

大
会
（
六
間
広
場
、
雨
天
有
終

酉
校
）
△
青
年
団
、
婦
人
会

演
芸
大
会
（
大
野
公
民
館
）

市
制
五
周
年
式
歌

作
詞
小
林
寿
子

作
曲
松
島
巧

一
、
荒
島
岳
の
峰
高
く

　
　

き
よ
う
も
わ
き
た
っ
白
雲
に

　
　

わ
れ
ら
五
万
は
ら
か
ら
が

　
　

ひ
ら
く
行
く
て
夢
み
っ
つ

　
　

祝
え
市
制
五
周
年

二
、
光
る
み
ず
た
に
風
軽
く

　
　

き
よ
う
も
聞
え
る
お
さ
の
ね

　
　

に

　
　

わ
れ
ら
五
万
は
ら
か
ら
が

　
　

0
ら
く
行
く
て
祈
り
つ
つ

　
　

祝
え
市
制
五
周
年

三
、
真
名
、
九
頭
龍
の
水
清
く

　
　

き
よ
う
も
緑
の
樹
の
か
げ
に

　
　

わ
れ
ら
五
万
は
ら
か
ら
が

　
　

ひ
ら
く
行
く
て
た
た
え
つ
つ

　
　

祝
え
市
制
五
周
年

△
チ
ョ
ウ
チ
ン
行
列
、
行
燈
ユ

ン
ク
ー
ル
午
後
七
時
（
有
終

中
1
校
前
出
発
）

二
日
△
仮
装
パ
レ
ー
ド
正

午
（
有
終
中
学
校
出
発
）
△

民
謡
お
ど
り
大
会
七
時
（
六

間
広
場
）
△
中
学
生
バ
レ
ー

大
会
（
有
終
南
校
）
△
一
般

卓
球
大
会
（
大
野
公
民
館
）

三
日
△
出
張
所
め
ぐ
り
自
転

車
競
走
午
前
十
時
（
市
役
所

前
出
発
）
△
ブ
ロ
ッ
ク
別
出

張
所
め
ぐ
り
駅
伝
競
走
午
後

一
時
（
市
役
所
前
出
発
）
△

金
の
歌
銀
の
歌
午
後
七
時
（

　

六
間
広
場
、
雨
天
有
終
西
校
）

　
　

△
期
間
中
行
事

一
、
教
育
功
労
者
表
彰

一
、
店
頭
装
飾
競
技
大
会

一
、
ミ
ス
大
野
人
気
投
票

一
、
思
い
付
き
大
会

一
、
屋
外
演
奏
会

　

全
市
民
か
ら
募
集
し
ま
し
た
市

制
五
周
年
式
歌
は
、
小
林
寿
子
さ

ん
（
水
落
区
）
の
作
品
が
入
選
と

決
定
し
ま
し
た
。
作
曲
は
有
終
中

学
校
松
島
巧
先
生
に
お
願
い
し
、

こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

七
月
一
日
の
祝
賀
式
歌
と
し
て

ま
た
旗
行
列
、
チ
ョ
ウ
チ
ン
行
列

な
ど
の
行
進
曲
と
し
て
歌
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
選
小
林
寿
子
氏

　

佳
作
沢
登
代
詞
歌
氏
同
乾

　

堅
氏
同
広
瀬
均
氏

第
六
回
県
社
会
福
祉
大
会

児
童
福
祉
法
施
行
十
周
年
を
記
念

し
て
福
井
県
、
大
野
市
両
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
同
大
会
は

各
種
団
体
の
後
援
協
賛
に
よ
っ
て

七
月
二
～
三
日
、
当
市
で
開
か
れ

ま
す
が
協
議
題
は
次
の
と
お
り
。

1
民
生
、
児
童
委
員
活
動
の
強
化

　

方
策
に
関
す
る
も
の
。

2
低
所
得
階
層
の
援
護
対
策
に
関

　

す
る
も
の

ろ
児
童
福
祉
に
関
す
る
も
の

4
公
的
諸
施
策
に
関
す
る
も
の

5
身
体
障
害
者
、
母
子
老
人
な
ど

　

の
福
祉
に
関
す
る
も
の

6
地
叔
社
会
福
祉
に
関
す
る
も
の

Z
そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
の
強
化

　

推
進
に
関
す
る
も
の

　
　

△
主
な
も
く
じ

　

（
一
面
）
△
市
制
五
周
年
祝
賀
行

事
△
春
日
線
し
ゆ
ん
工
△
県

社
会
福
祉
大
会
（
二
面
）
△
街

路
燈
新
設
工
事
△
農
業
委
員
の

選
挙
△
衆
院
選
投
票
串
（
三

面
）
△
事
業
開
始
し
た
市
営
農
場

△
気
象
予
報
△
農
事
メ
モ
（
四

面
）
△
国
保
相
談
室
△
行
事

△
い
ろ
は
か
る
た
△
声
△
風

土
記
△
ミ
ス
大
野
大
気
投
票

（完成した都計街路春日線）

春日線工事成る

近
く
越
美
北
線
の
開
通

に
よ
り
表
日
本
と
裏
日

本
と
を
結
ぶ
重
要
都
市

に
な
る
こ
と
を
約
東
さ

れ
て
い
る
大
野
市
を
、

新
し
い
、
美
し
い
都
市

に
し
、
さ
ら
に
産
業
的

に
経
済
的
に
発
展
さ
せ

る
た
め
の
都
市
計
画
大

野
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
第
一
次
計
画
（
駅
前
区
画
整

理
）
が
五
年
の
歳
月
に
わ
た
り
着

実
な
建
設
の
歩
み
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

今
月
中
旬
頃
に
こ
の
計
画
は
一

応
完
成
、
国
鉄
駅
前
付
近
は
全
く

面
目
を
一
新
す
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
に
は
二
千
二
百
万
円
の
巨
費
が

投
ぜ
ら
れ
、
山
王
公
園
（
三
四
〇

坪
）
神
明
公
園
（
五
〇
〇
坪
）
も

含
ま
れ
近
代
的
セ
ン
ス
に
合
っ

た
区
画
整
理
が
完
成
す
る
の
で
す

　

出
来
上
っ
た
春
日
線
は
延
長
二

四
三
米
、
幅
八
米
で
す
。

風
見
鶏

▼
古
人
は

う
ま
く
子

供
に
教
訓

を
残
1
た
。
例
え
ば
こ
の
花
を
（

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
或
は
ひ
が
ん
花
）
を

折
っ
て
帰
る
と
家
が
焼
け
る
と
。

こ
れ
ら
の
草
は
馬
で
さ
え
猛
烈
な

下
痢
を
起
す
毒
草
で
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。
▼
又
曰
く
、
川

に
は
神
さ
ま
が
お
ら
れ
る
か
ら
不

浄
は
禁
物
と
戒
め
た
。
飲
料
水
を

川
に
求
め
て
い
た
時
代
か
ら
の
言

い
伝
え
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
イ
タ

ズ
ー
フ
小
僧
が
「
川
の
神
サ
ン
ー
寸

小
便
さ
し
て
」
な
ん
て
、
お
詫
び

を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
が
・
…

▼
こ
ん
な
類
は
ま
だ
ま
だ
い
く
ら

奄
わ
れ
わ
れ
の
身
辺
に
懐
し
く
も

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
裏
窓

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
町
の
川
の

汚
物
は
、
町
の
近
代
化
を
よ
そ
め

に
ま
す
室
す
増
1
て
い
る
。
道
路

玄
た
し
か
り
。
公
園
、
緑
地
帯
も

又
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
▼
汚

物
は
市
役
所
の
清
掃
車
に
ま
か
せ

と
け
／
道
路
は
土
木
の
ブ
ル
に

ま
か
せ
と
け
／
式
が
ま
か
り
通

る
の
で
は
、
い
さ
さ
か
車
の
エ
y

ジ
ン
も
焼
け
る
と
い
ら
も
の
。
時

あ
た
か
も
ま
さ
に
梅
雨
の
候
、
そ

れ
が
過
ぎ
れ
ば
炎
暑
の
侯
。
ご
存

知
伝
染
病
の
バ
ツ
ユ
の
シ
ー
ズ
ン

▲
信
州
飯
田
市
の
ジ
ン
ゴ
の
話
と

六
呂
師
の
ツ
ツ
ジ
の
話
で
は
全
く

反
比
例
に
も
程
が
あ
る
。
心
あ
る

士
よ
、
童
話
の
こ
も
る
街
の
美
化

の
教
訓
は
な
い
か
。
そ
れ
は
子
供

に
も
大
人
に
も
。



街
路
燈
新
設
工
事
始
ま
る

六
間
通
り

完
成
は
6
月
2
0
日

あすの賑いを待つ六間大通り

　

越
美
北
線
の
レ
ー
ル
敷
設
工
事
は

い
室
足
羽
村
宿
布
ま
で
き
て
い
ま
す

日
本
国
有
鉄
道
岐
阜
工
事
局
福
井
工

事
区
長
古
田
氏
の
お
話
で
は
、
明
年

八
月
ま
で
に
は
国
鉄
大
野
駅
ま
で
、

同
十
二
月
に
は
酉
勝
原
ま
で
レ
ー
ル

敷
設
が
な
さ
れ
、
同
時
に
営
業
開
始

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

越
美
北
線
の
開
通
を
間
近
に
し
て

国
鉄
駅
前
通
り
を
美
し
い
も
の
に
す

る
た
め
に
、
百
万
円
を
投
じ
て
国
道

金
沢
～
岐
阜
線
六
間
通
り
に
街
路
灯

四
十
二
基
を
、
両
側
の
グ
ジ
ン
ベ
ル

ト
に
チ
ド
ジ
形
に
取
付
け
る
こ
と
に

な
り
玄
し
た
。
ま
た
老
木
と
な
っ
た

同
通
り
の
街
路
樹
を
取
り
除
き
、
百

五
十
本
の
ア
カ
シ
ャ
が
植
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
工
事
は
六
月
二
十
日
に
完
成

し
室
す
が
、
越
美
北
線
が
着
け
ば
大

野
市
の
表
玄
関
と
し
て
立
派
な
通
り

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

農業委員の選

挙は6月下句
市
の
農
業
委
員
会
は

従
来
三
つ
の
委
員
会

に
分
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
昨
年
、
農
業

委
員
会
法
が
改
正
に

な
り
一
つ
に
統
合
さ

れ
、
大
野
市
農
業
委

員
会
と
し
て
新
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
委
員
は
六
月
三
十
日
で
任
期
が

満
了
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
伴

う
新
委
員
の
選
挙
を
六
月
二
十
九
日

ま
で
の
間
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
選
挙
期
日
は
ま
だ
選
挙
管

理
委
員
会
で
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
大
体
次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す

一
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権

1
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
の
要
件

イ
住
所

　

農
業
委
員
会
は
市
の
区
域
を
そ
の

　

区
域
と
し
て
設
け
ら
れ
る
の
が
原

　

則
で
、
大
野
市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
者
で
あ
れ
ば
よ
い
。

口
年
齢

　

年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る

　

こ
と
。

　

選
挙
権
の
年
齢
の
算
定
は
選
挙
人

　

名
簿
確
定
の
期
日
、
被
選
挙
権
に

　

つ
い
て
は
選
挙
の
期
日
に
よ
っ
て

　

算
定
し
ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿

　

は
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
調
製

　

し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
大
名

　

簿
で
す
か
ら
、
こ
の
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
投
票
す

　

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

ハ
耕
地
面
積
又
は
同
居
の
親
族
な
ど

　

一
反
歩
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　

の
業
務
を
営
む
者
、
又
は
そ
の
者

　

の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
あ

　

っ
て
、
年
間
概
ね
六
十
日
以
上
耕

　

作
に
従
事
し
て
い
る
者
。

二
、
選
挙
の
区
域
と
委
員
の
定
数

　

第
一
選
挙
区
九
人

　
　
　

（
旧
大
野
町
、
旧
下
庄
町
、
旧

　
　

乾
側
村
の
区
域
）

　

第
二
選
挙
区
十
人

　
　

（
旧
上
庄
村
、
旧
小
山
村
の
区

　
　

域
）

　

第
三
選
挙
区
十
一
人

　
　
　

（
旧
富
田
村
、
旧
阪
谷
村
、
旧

　
　

五
箇
村
の
区
域
）

　
　
　
　
　
　
　

計
三
十
人

三
、
立
候
補
の
届
出
及
び
辞
退
届

　

立
候
補
の
届
出
は
選
挙
の
期
日
前

　

五
日
ま
で
に
、
立
候
補
の
辞
退
届

　

は
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
に
そ

　

れ
ぞ
れ
文
書
で
選
挙
長
に
届
出
し

　

ま
す
。
各
種
届
出
用
紙
は
市
役
所

　

総
務
課
叉
は
各
出
張
所
に
備
え
て

　

あ
り
ま
す
。

四
、
選
挙
運
動

1
選
挙
運
動
の
期
間

　

立
候
補
の
届
出
の
日
か
ら
選
挙
期

　

日
の
前
日
ま
で
、
従
っ
て
い
わ
ゆ

　

る
事
前
運
動
や
選
挙
当
日
の
選
挙

　

運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
選
挙
事
務
所

　

候
補
者
一
大
に
つ
き
I
カ
所
に
限

　

り
、
選
挙
当
日
は
投
票
所
の
入
口

　

か
ら
三
百
米
以
内
は
設
け
る
こ
と

　

が
出
来
ま
せ
ん
。

ろ
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
者

　

選
挙
事
務
関
係
者
、
特
定
の
公
務

　

員
、
教
育
者
の
地
位
利
用
。
選
挙

　

権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者

4
規
制
さ
れ
て
い
る
選
挙
運
動

　

戸
別
訪
問
、
連
呼
行
為
、
新
聞
紙

　

又
は
雑
誌
を
不
法
K
利
用
す
る
こ

　

と
。
夜
間
の
街
頭
演
説
、
特
定
の

　

建
物
及
び
施
設
に
お
け
る
演
説
等

5
選
挙
運
動
の
費
用

　

制
限
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

政
治
へ
の
関
心
高
ま
る

県
下
第
一
位
の
投
票
率

　

五
月
二
十
二
日
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
な
ら
び
に
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
の
投
票
率
は
、
県
下

七
市
の
う
ち
最
高
率
を
示
し
玄
し
た

こ
れ
は
色
々
の
理
由
を
あ
げ
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
市

民
の
政
治
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
い

こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
と
、
市

連
合
青
年
団
や
選
挙
管
理
委
員
会
な

ど
の
公
明
選
挙
運
動
や
棄
権
防
止
の

活
動
に
あ
た
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理

由
と
も
い
え
ま
し
よ
う
。

　

各
市
の
投
票
率
は
大
野
市
八
七
・

五
％
、
小
浜
市
八
七
・
四
％
、
福
井

市
八
四
・
四
％
、
敦
賀
市
八
三
・
七

％
、
勝
山
市
八
二
・
三
％
、
鯖
江
市

八
二
・
二
％
、
武
生
市
七
九
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
各
投
票

所
の
投
票
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

侯
補
者
別
得
票
数

福
田
一
（
自
元
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
、
九
八
七
票

堂
森
芳
夫
（
社
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
三
五
九
票

田
畑
政
一
郎
（
社
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
三
二
五
票

奥
村
又
十
郎
（
自
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
一
五
票

植
木
庚
子
郎
（
自
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
五
七
票

坪
川
信
三
（
自
元
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
二
票

薩
摩
雄
次
（
自
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
一
票

落
合
栄
一
（
共
新
）
六
九
票

第
5
2
回
北
信
市
長
会

　

長
野
、
富
山
、
石
川
、
福
井
各
県

の
市
長
三
十
四
名
の
ほ
か
約
四
十
名

が
き
集
、
六
月
四
日
は
有
中
講
堂
で

五
日
は
永
平
寺
で
第
五
十
二
回
北
信

市
長
会
が
開
か
れ
、
六
月
二
十
七
日

東
京
都
に
お
い
て
開
か
れ
る
全
国
市

長
会
議
に
提
出
す
る
議
題
を
審
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政

発
展
の
た
め
に
必
要
な
要
望
事
項
を

検
討
し
て
、
中
央
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
会
議
で
あ
り
ま
す
。

地区別衆院選挙投票結果

計
五
箇
阪
谷
富
田
上
庄
小
山
乾
側
下
庄
大
野
地
区

ご
ー
’
翌
一

吾
登

一
、
〔
）
八
八

一
、
答
Ｅ

一
、
八
四
四

五
企
四
瓦

一
、
容
一

四
、
六
呂

男
選
挙
当
日
の
有
権
者
歎

一
四
、
呂
八

一
応
一

こ
発

一
、
晋
一

一
一
、
２
八
五

六
ご
ー

四
八
九

コ
苫
五
、
究
〔
）

女

呆
、
西
妬
な
六

一
一
、
一
七
七

一
｝
一
日
Ξ

『
き
九

一
、
一
九
四

き
八

四
、
〔
〕
七
一
‘
一

一
〔
）
、
ニ
き

計

一
一
、
一
苫

四
六
六

な
一
七

一
、
見

一
、
五
八
四

吾
５

一
1
1
＾
0

一
、
七
Ξ

四
、
云

男
投
票
者
数

豆
、
〔
）
？
一

豆
四
や
八
七

一
、
盃
四

一
、
百
Ξ
七
四
Ξ

一
、
き
一
一

五
、
〔
）
欠

女

一
Ξ
、
一
一
気

七
色

一
、
七
函

こ
翌
r
w
m

一
、
〔
）
四
七

公
一

こ
ハ
尺

き
一
六
八

計

一
、
一
言
発
一
五
一

一
豆
一
一
含
昆 元

一
八
八

四
回

男
棄
権
者
数

一
，
ち
U
一

六
七

一
‘
百
一

一
四
八

四
四
四
な 叉

一
Ξ
七

莞
一
一

女

一
｝
一
、
Ξ
四

一
粟
四
百

一
丿
一
呂

召
四
一
四
七
八
七

四
四
五

一
、
呂
一

計

発
・
早

会
・
灸

八
六
・
ご
ー

き
・
〔
）
七

会
・
き

を
・
〔
）
六

な
ー
・
〔
）
五

き
・
ご
ー

き
・
蛮

男
投
票
率
二
目
・
目
％
）

八
五
・
発

企
・
八
六

翌
・
一
石

き
・
一
五

七
八
・
百

八
四
・
四
七

八
八
・
ご
ー

八
八
・
一
六

発
・
六
〔
）

女

八
七
・
Ξ

会
・
Ξ

児
・
瓦

き
・
一
一

八
一
・
宛

八
七
・
六
八

白
・
毘

八
九
・
（
〕
七

九
（
〕
・
〔
）
七

計



「
市
営
農
場
」
事
業
を
開
始

科
学
的
農
業
経
営
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

農
業
経
営
の
主
で
あ
る
水
稲
の
生

産
向
上
を
は
か
る
た
め
、
土
壌
の
分

析
調
査
と
施
肥
の
効
果
を
充
分
に
発

揮
し
、
実
験
と
実
地
の
一
貫
性
を
確

保
す
る
た
め
本
年
四
月
か
ら
市
営
農

場
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
農
場
は
農
業
実
験
室
で
実
験

し
た
科
学
的
な
資
料
に
基
い
て
、
実

地
に
耕
作
す
る
ほ
か
、
優
良
品
種
の

1
及
、
更
新
を
図
る
試
験
や
展
示
圃

が
で
き
、
耕
種
技
術
の
改
良
に
当
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
一
日
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

五
月
二
日
に
は
早
期
栽
培
の
実
験
田

百
二
十
坪
の
栢
付
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
市
内
四
千
農
家
の
科
学
的

な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
で
き
て
、
こ
れ

を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

無
駄
の
な
い
新
し
い
農
業
経
営
へ
と

踏
切
る
基
礎
が
で
き
ま
し
た
。

（試験田を作る準備作業）

（農場事務所表玄関）

匯詔

　

梅
雨
型
の
気
圧
配

置
は
あ
ま
り
長
続
き

せ
ず
、
と
き
ど
き
小

止
み
が
あ
り
、
し
か

し
日
照
は
少
く
、
降

水
量
は
平
年
並
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
田
植
の
最
盛
期
は
か

な
り
早
く
、
早
植
し
た
田
圃
が
多
い

で
す
。

〔
作
物
〕
第
一
回
の
中
耕
は
で
き

る
だ
け
早
目
に
行
い
ま
し
よ
う
。
な

か
な
か
実
行
さ
れ
難
い
の
で
、
予
め

作
業
計
画
を
樹
て
て
順
序
よ
く
処
理

し
ま
し
よ
う
。
裏
作
の
麦
、
菜
腫
な

ど
は
隣
の
田
へ
水
を
入
れ
る
と
、
浸

透
し
て
来
る
水
で
根
が
窒
息
し
、
枯

れ
熟
み
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

未
熟
粒
が
増
え
明
ら
か
に
減
収
す
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
現
象
を
よ
く
観

察
し
て
、
今
年
こ
そ
集
団
栽
培
を
話

合
っ
て
合
理
的
な
栽
培
を
考
え
ま
し

　

〔
病
害
虫
〕
△
二
化
メ
イ
虫
一
化

期
の
発
が
始
め
は
平
年
に
比
し
や
や

遅
れ
て
い
ま
す
。
発
が
量
の
予
想
は

や
や
多
く
最
盛
期
は
六
月
七
、
八
日

頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
六
月
十
五
日

頃
か
ら
月
末
ま
で
に
早
植
の
田
か
ら

順
次
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

去
年
の
例
を
見
る
と
一
般
に
発
生

が
だ
ら
っ
き
、
発
が
最
盛
の
山
が
二

つ
あ
っ
て
、
一
回
の
薬
剤
散
布
だ
け

で
は
被
害
を
免
が
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
1
及
員
、
営
農
指
導
員
の
方

と
よ
く
連
絡
を
と
っ
て
適
期
散
布
を

心
掛
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

△
苗
イ
モ
チ
晩
植
用
苗
代
に
発
生

す
る
の
で
、
必
ず
銅
水
銀
剤
を
散
布

1
ま
し
ょ
う
。

△
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
の
疫
病

近
年
疫
病
の
発
生
が
多
く
ジ
ャ
ガ
イ

七
の
ご
と
き
は
健
全
な
ま
ま
収
穫
期

に
入
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
ょ
い

よ
う
で
す
。
六
月
上
旬
か
ら
銅
水
銀

剤
、
水
銀
剤
な
ど
を
数
回
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
雨
前
散
布
、
小
雨
中
の
散

布
は
菌
の
蔓
延
を
阻
止
し
て
効
果
顕

著
で
す
。

　

〔
そ
菜
〕
ス
イ
カ
、
ナ
ン
キ
ン
の
交

　

配
梅
雨
期
は
花
粉
が
濡
れ
て
、

受
粉
し
難
い
の
で
ハ
ガ
キ
製
の
三
角

帽
子
、
づ
フ
フ
イ
ン
袋
な
ど
で
雨
覆

を
し
て
午
前
九
時
頃
ま
で
に
人
工
交

配
を
行
い
ま
す
。

△
ニ
ン
ジ
ン
の
ハ
種
秋
ニ
ン
ジ
ン

の
ハ
腫
は
来
月
に
入
っ
て
も
遅
く
な

い
で
す
が
乾
燥
す
る
と
発
芽
が
悪
い

の
で
今
月
の
終
り
頃
に
玄
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
湿
り
気
の
多
い
土
は
と

か
く
覆
土
が
厚
く
な
り
が
ち
で
、
発

芽
不
振
と
な
る
か
ら
藁
灰
な
ど
で
薄

く
覆
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

〔
養
蚕
〕
春
蚕
上
ぞ
く
と
収
繭
適

熟
蚕
の
一
頭
拾
い
が
よ
い
で
す
。
上

ぞ
く
頭
数
は
改
良
ぞ
く
の
場
合
に
は

一
尺
坪
に
四
〇
～
五
〇
頭
、
上
ぞ
く

後
の
温
度
は
F
七
三
～
七
四
度
。
湿

度
は
六
〇
～
七
〇
％
と
か
な
り
乾
燥

し
た
方
が
よ
い
で
す
。
ユ
七
抜
き
は

上
ぞ
く
温
度
が
七
四
度
内
外
の
場
合

は
上
ぞ
く
後
二
〇
時
間
目
が
適
期
。

ユ
壬
抜
き
後
は
晴
天
の
場
合
に
は
戸

障
子
、
欄
間
な
ど
を
全
部
開
き
、
夜

間
や
雨
天
の
場
合
は
戸
障
子
、
欄
間

を
細
目
に
あ
け
火
力
で
補
温
し
、
温

度
を
調
節
し
な
が
ら
換
気
と
乾
燥
を

図
り
ま
す
。
収
繭
は
上
ぞ
く
後
七
～

八
日
た
っ
て
蛸
が
堅
く
な
っ
て
か
ら

行
い
ま
す
。
選
繭
は
慎
重
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
、
い
い
加
減
に
し
て
出

荷
す
る
と
選
除
繭
歩
合
が
多
く
、
糸

目
が
減
る
の
で
大
き
い
損
で
す
。

△
き
よ
う
そ
防
除
ぞ
く
中
死
蚕
や

裸
蛸
、
薄
皮
繭
な
ど
に
は
き
よ
う
そ

の
寄
生
を
受
け
た
も
の
が
多
い
の
で

早
期
に
処
理
し
ま
す
。
繭
か
ら
出
た

う
じ
は
散
逸
を
極
力
防
止
す
る
こ
と

で
す
。

△
夏
肥
の
施
用
桑
が
一
年
中
で
一

番
肥
料
を
吸
収
す
る
の
は
六
～
七
月

で
す
か
ら
、
夏
肥
は
最
も
大
切
な
役

目
を
屯
っ
も
の
で
す
。
株
直
し
が
終

っ
た
ら
す
ぐ
施
肥
し
ま
し
よ
う
。
出

来
る
だ
け
早
い
方
が
そ
れ
だ
け
き
き

め
が
大
き
い
わ
け
で
す
。

本
格
的
な
梅
雨
は
月
末
か
ら

‘
一
一
I
・
‘

”
一
い
罫

〔
概
況
〕
上
旬
に
は
梅
雨
に
入
り

ま
す
が
、
前
半
は
梅
雨
現
象
が
不
明

瞭
の
た
め
例
年
に
比
較
し
て
晴
間
が

多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
後
半
に
は

梅
雨
は
木
格
的
と
な
り
、
持
続
的
雨

天
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
気
温
は
概
し

て
や
や
高
く
降
水
量
は
平
年
並
で
し

　

〔
天
気
〕
△
上
旬
本
州
南
岸
沖
に

梅
雨
前
線
が
発
生
す
る
た
め
雨
が
降

る
が
持
続
性
は
弱
く
、
晴
れ
る
日
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。

△
中
旬
日
本
海
に
高
気
圧
が
あ
ら

わ
れ
発
達
す
る
た
め
、
梅
雨
前
線
は

南
岸
沿
に
後
退
し
て
梅
雨
は
中
休
と

な
り
天
気
は
一
時
回
復
し
て
、
晴
や

薄
曇
り
の
日
が
多
く
な
り
ま
し
ょ
う

旬
末
に
は
前
線
の
北
上
と
と
も
に
梅

雨
型
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

△
下
旬
梅
雨
前
線
が
南
岸
沿
に
停

滞
し
て
強
ま
り
、
こ
の
前
線
上
を
低

気
圧
が
通
過
東
進
す
る
。
こ
の
た
め

本
格
的
梅
雨
現
象
と
な
り
雨
天
が
多

い
見
込
で
す
。

〔
気
温
〕
△
上
旬
平
年
並
よ
り
や

や
高
い
で
し
ょ
う
。
△
中
旬
平

年
並
よ
り
や
や
高
い
が
旬
末
に
は
下

降
傾
向
で
し
ょ
う
。
△
下
旬
平

年
並
で
す
が
月
末
に
は
弱
い
低
温
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

〔
降
水
量
〕
△
上
旬
や
や
少
な
い

△
中
旬
平
年
並
△
下
旬
平
年

並
よ
り
や
や
多
い

『
明
か
ろ
い
生
活
展
』

2
5
日
か
ら
大
野
公
民
館
で

　

健
康
生
活
の
確
保
と
生
活
文
化
の

向
上
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
、
厚
生

保
健
協
会
主
催
の
も
と
に
、
大
野
公

民
館
で
「
明
る
い
生
活
展
」
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
り
玄
し
た
。

　

こ
の
生
活
展
は
六
月
二
十
五
日
か

ら
同
二
十
九
日
ま
で
、
毎
日
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
開
か
れ
。
衛

生
教
育
資
料
が
大
型
ト
ー
フ
ツ
ク
に
三

台
、
模
型
お
よ
び
標
本
七
〇
〇
点
、

パ
ネ
ル
ニ
○
○
点
、
映
画
、
社
会
教

育
、
環
境
衛
生
な
ど
二
〇
巻
の
ほ
か

講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
の
内
容
は
、
遺
伝
優
生
、
純

潔
教
育
、
実
行
し
や
す
い
受
胎
調
節

ガ
ン
と
脳
溢
血
の
予
防
、
寄
生
虫
の

駆
除
、
食
生
活
の
改
善
、
急
性
伝
染

病
、
性
病
、
結
核
の
予
防
な
ど
、
専

門
講
師
十
名
ほ
ど
。

　

入
場
料
は
一
般
七
〇
円
、
団
体
五

〇
円
、
高
校
生
二
〇
円
、
中
学
生
一

〇
円
で
す
。

ま
ず
注
意
／

　
　

人
は
車
に
車
は
人
に

全
国
交
通
安
全
運
動
展
開
／

　
　

（
六
月
一
日
～
六
月
十
日
）

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　

無
事
故
の
郷
土

ち
よ
つ
と
の
油
断

　
　

事
故
の
も
と

一
時
停
車
も

　
　

忘
れ
ず
に
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⑥

金
沢
大
学
付
属
病
院
の

保
険
診
療
取
扱
に
つ
い
て

Ｓ
子
金
沢
大
学
病
院
で
も
市
の

保
険
で
み
て
貰
わ
れ
ま
す
か
。

　

（
答
）
こ
の
病
院
で
は
今
の
と
こ
ろ

他
の
病
院
と
は
そ
の
取
扱
い
が
違
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
診
察
を
受
け
る

場
合
は
一
応
医
療
費
の
全
額
を
現
金

で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
県

内
の
病
院
な
ど
と
違
っ
て
大
学
病
院

だ
け
の
っ
ご
う
で
、
一
部
負
担
金
（

医
療
費
の
半
額
）
を
窓
口
で
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
そ
う
で

す
。

　

な
お
こ
の
場
合
、
支
払
っ
た
医
療

費
に
対
し
て
は
、
定
め
ら
れ
た
範
囲

で
療
養
費
の
支
給
を
い
た
し
ま
す
か

ら
、
大
学
病
院
発
行
の
療
養
費
明
細

書
（
療
養
費
領
収
1
）
を
添
え
て
市

へ
御
請
求
く
ど
さ
い
。

今
月
の
行
立
ｆ

二
日
（
月
）
△
産
業
経
済
委
員
会

四
、
五
日
△
北
信
市
長
会
有
終

　

中
学
校

六
日
（
金
）
△
文
化
財
保
護
委
員

　

会
九
日
（
月
）
△
大
野
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
総
会

十
六
日
（
月
）
△
定
例
市
議
会
下

庄
出
張
所
△
消
防
団
操
法
訓
練

十
七
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

　

阪
谷
出
張
所

中
旬
△
社
会
教
育
委
員
会

下
旬
△
農
業
委
員
選
挙

二
十
八
日
～
七
月
三
日
△
市
制
五

　

周
年
祭

石
ド
ゥ
ロ
に
み
ど
り
公
園

　

石
ド
ウ
ロ
遊
園
地
の
名
称
を
〈
エ
市

民
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
多

数
応
募
者
の
中
か
ら
選
ん
モ
結
果
、

み
ど
り
公
園
に
決
ま
り
ま
し
た
。

み
ど
り
公
園
を
よ
り
立
派
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
両
側
に
街
路
灯
九
基

と
、
街
路
樹
三
十
本
を
植
付
げ
、
美

し
い
公
園
が
二
十
日
完
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

声

乳
児
の
預
り
所

が
欲
し
い

わ
た
し
達
は
乳
児
を

持
ち
な
が
共
か
せ
ぎ

を
し
て
い
ま
す
。
家
に
は
子
供
を
見

て
く
れ
る
人
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
設
の
乳
児
預
り
所
を
市
で
建
築
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
・
す
れ

ば
安
心
し
て
業
務
に
も
着
か
れ
る
し

生
産
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
早
く
建
設
す
る
よ
う
市
当

局
に
要
望
し
ま
す
。
（
A
生
）

　

（
答
）
市
で
は
諸
種
の
事
情
で
乳
児

預
り
所
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
財

政
事
情
の
許
す
限
り
ご
要
望
に
応
ず

る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

市
内
に
私
設
の
乳
児
預
か
り
所
か

お
り
ま
す
か
ら
お
知
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
大
野
市
寺
下
森
岡
産

院費
川
一
ヵ
月
一
、
五
〇
〇
円

程
度
預
り
時
間
午
前
七
時
～
午
後
六

時
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
直
接
お
話
し
く
だ

さ
い
。

ミ
ス
大
野
人
気
投
票

　
　
　

締
切
は
六
月
三
十
日

　

大
野
市
制
五
周
年
記
念
祭
の
行
事

の
一
環
に
ミ
フ
大
野
人
気
投
票
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
玄
し
た
。

　

ミ
ス
大
野
に
は
電
気
セ
ン
タ
ク
機

準
ミ
こ
一
名
に
は
、
ダ
ン
ス
、
鏡
台

の
賞
品
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す

資
格
大
野
市
在
住
の
未
婚
女
性

投
票
用
紙
市
内
商
店
で
お
買
物

の
折
百
円
に
一
枚
の
割
に
進
呈

投
票
所
市
内
各
商
店
街
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す

締
切
六
月
三
十
日

発
表
七
月
二
日

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

　
　
　
　

い
と
し
ろ
の
大
杉

天然記念物石徹白の大杉は、十二かかえ

あるといわれ、周囲十八・八メードレ、

樹高四五・五メートル、樹齢は千二百余

年といわれています。

京福大野駅から四十八キロタートル、省

営バフヽが通っています。

れφ匪如gl瓊

寺
町
妙
典
寺
の
宝
物

　
　

紺
紙
金
泥
写
経
十
春

　

昭
和
三
十
二
年
度
中
に
大
野
市
文

化
財
保
護
委
員
会
は
市
文
化
財
と
し

て
史
跡
、
書
画
、
文
書
な
ど
二
十
三

点
、
天
然
記
念
物
三
点
、
無
形
七
化

財
一
点
を
採
択
し
ま
し
た

さ
ら
に
三
十
三
年
度
に
は

一
月
～
四
月
に
わ
た
り
実

地
踏
査
の
結
果
、
彫
刻
、

書
画
、
文
書
な
ど
二
十
三

点
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
点
だ
け
を
ま
ず

紹
介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
寺
町
、
日
蓮
宗
妙
典
寺
に

保
存
し
て
あ
る
紺
紙
金
泥
写
経
十
巻

で
す
が
、
紙
質
と
い
い
、
金
泥
と
い

い
、
文
字
と
い
い
実
に
立
派
な
も
の

で
、
少
く
も
国
の
軍
要
美
術
文
化
財

と
し
て
も
ぱ
ず
か
し
く
な
い
貴
重
な

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

経
文
は
妙
法
蓮
華
経
八
巻
、
仏
説

無
量
義
経
一
巻
、
仏
説
観
普
賢
経
一

巻
、
計
十
巻
で
あ
り
、
元
弘
三
年
九

月
、
沙
門
宗
俊
と
い
う
人
が
大
願
主

と
な
り
、
八
幡
宮
御
宝
前
に
施
入
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
写
経
の
前
書

と
し
て
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　

元
弘
元
年
と
い
え
ば
鎌
倉
時
代
の

末
期
で
、
い
ま
か
ら
六
百
二
十
八
年

前
、
後
醍
醐
天
皇
の
時
代
で
あ
り
ま

す
が
。
沙
門
宗
俊
と
い
う
人
は
ど
ん

な
人
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
天
保
時
代

に
宗
俊
と
称
す
る
茶
人
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
時
代
が
全
然
ち
が
い
さ
す
の

で
、
こ
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
八
幡
宮
宝
前
に
施
入
し
た
と

あ
り
玄
す
が
、
ど
こ
の
八
幡
宮
か
こ

れ
も
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

ど
う
し
て
妙
典
寺
に
伝
わ
つ
た
か
と

い
う
と
、
こ
れ
に
は
一
つ
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
住
噌
が
あ
る
日
仏
前
に

礼
拝
読
経
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ

も
と
は
ち
が
っ
て
御
本
尊
の
前
に
風

呂
敷
包
み
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る

の
で
。
こ
れ
は
変
だ
と
思
っ
て
取
下

し
て
見
る
と
、
金
一
封
と
こ
の
写
経

で
あ
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
も

あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
一

向
誰
も
そ
の
訳
を
申
し
出
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
そ
れ
い
ら
い

寺
の
宝
物
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

と
に
か
く
珍
品
で
あ
り
珠
玉
で
あ

り
ま
す
。
恐
ら
く
現
在
大
野
市
に
あ

る
文
化
財
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（写真は写経の巻物）

瀕
に
』
・

セ
ロ
テ
ー
プ
の
用
途
1
服
を

か
き
さ

い
た
と

き
、
裏
か
ら
は
れ
ば
急
場
が
レ

の
げ
ま
す
。

2
新
し
い
靴
を
は
く
と
き
、
い
っ

　

も
靴
ず
れ
の
で
き
る
と
こ
ろ
へ

　

前
も
っ
て
貼
り
ま
す
。

ろ
ア
イ
ロ
ン
台
の
白
い
「
お
お
い

　

」
は
裏
に
セ
ロ
テ
ー
プ
を
は
っ

　

て
止
め
ま
す
と
、
た
び
た
び
洗

　

い
が
え
が
で
き
ま
す
。

4
電
球
や
注
射
の
ア
ン
プ
ル
な
ど

　

う
す
い
ざ
フ
こ

　

み
に
散
っ
た
と
き
、
は
き
と
っ

　

た
後
で
テ
ー
プ
を
指
に
ま
い
て

　

た
た
み
の
上
を
こ
す
り
ま
す
と

　

残
っ
だ
の
が
っ
い
て
来
ま
す
。

5
ア
ル
バ
ム
に
写
真
を
は
る
と
き

　

四
ッ
角
を
止
め
ま
す
。
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